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本論文は、中国・青島市中山路地区に位置する商住併用の建物である里院を対象とした。 まず、里院の居住実

態、住民の将来の居住意向、里院に対する保全意識を把握した。さらに近年の塁院に対する再開発の現状、再開

発後の利用実態などを調査した上で、各再開発方式の問題点と優れた点を把握し、居住環境ならびに商業環境そ

れぞれの視点から、現居住者が里院に住み続けて行くために必要な開発手法と里院の保全方法を探ることを目的

に、今後の里院建築の保全活用の可能性を考察した。

「第 1 章 里院の歴史及と変遷」では、里院の歴史、形成、空間構造の特徴について述べた上で、現在実施さ

れている里院関連の政策及びそれぞれに対応した里院の履歴をまとめた。

「第 2 章 歴史文化名城の認定と展開 j では、青島での「歴史文化名城計画」の展開を述べた。 さらに、里院

の現状と歴史文化保全政策の変化と特徴について整理した。

「第 3 章 里院の再開発」では、再開発に関する政策と開発のプロセスを把握した上で、「戻り入居・建替型j 、

「住民の転居による建替型」、 「住民の転居による歴史的環境保全型」の再開発のプロセスの特徴と再開発後の

現状を明らかにした。

「第 4 章 里院の現状」では、現存する海泊路社区の里院における商業と居住の現状を把握し、その特徴及び

形成過程、増築などの空間変化の状況を明らかにした。

「第 5 章 呈院の保存活用と居住環境の改善における課題J では、現存する海泊路社区の里院の入居者の居住

の実態、居住環境評価、入居者の将来意向、里院の保全意向を把握した上で、里院の保全活用の適合性を分析し、

本地区の持続可能性について検討した。

「第 6 章 戻り入居・建替え型に対する評価」では、 「戻り入居・建答型」再開発事業実施地区の入居者や管

理者の評価を把握し、同事業の特徴と問題点を明らかにした。

「第 7 章 住民の転出による歴史環境保全型に対する評価J では、 「住民の転居による歴史的環境保全型J 再

開発事業実施地区の入居者や行政の評価を把握し、同事業の特徴と問題点を明らかにした。

結論として、都市の歴史文化と地域のコミュニティを持続した上でまちの活力を引き出すためには、 「戻り入

居・歴史環境保全型の再開発」を望ましいこと、戻り入居については再開発後に一定の水準以上の居住環境を創

出することが求められること、行政・入居者(経営者・住民)の三者の連携が重要なこと、里院の特徴である商

住併用の空間構成及びコミュニティの継承の重要性を明らかにした。 さらに里院特有の歴史文化に基づく活気あ
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以上のように、本論文は環境・エネルギー工学の発展に寄与すること大である。

よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。

ふれる雰囲気にふさわしい空間の創出、里院が現存する地区と周辺地区との連携による地域一帯での発展の必要

性などを 明 らかにした。

これらを踏まえて、里院の現存する海泊路社区に対して、 「戻り入居・歴史環境保全型J により再開発する場

合の住宅関連設備の整備、地域の特徴の持続・創出、コ ミュニティの継続、住民参加の制度及び政策誘導な どの

面からの具体的な方策を提案した。

論文審査の結果の要旨

本論文は、中国・青島市の中山路地区に現存し、!日ドイツ占領時代の 19 世紀末から 20 世紀初期に建設された

商住併用の歴史的建築物である「里院 (Li刊an)J を対象に、居住環境の改善と居住や商業の営業の継続性、そし

て歴史的建築物の保全ならびに活用を可能とする再開発手法を明らかにする目的で実施された研究をとりまとめ

たもので、あり、これまでに青島市で実施された 2つの再開発方式に基づく再開発事例についての空間調査・入居

者意識調査、再開発未実施の里院の存在する地区を対象とした空間調査・入居者意識調査を通じて、既実施の再

開発方式の優劣、現存する皇院の居住環境の問題などを分析し、里院の保全活用の方向性とそのための再開発事

業の実施方策について論じたものである。得られた結果を要約すると、以下のとおりである。

(1 )青島市における里院の歴史、建築様式と分布、変遷について整理し、 19990 年代以降の改造計画により大幅

に減少した現状や、歴史文化名城保全計画など 2002 年以降の政策の変化により面的保全が目指される経緯

を明らかにしている。

(2) 青島市で過去に実施されてきた里院の再開発方式を「戻り入居・建替型」、「住民の転居による建替型J、「住

民の転居による歴史的環境保全型j の 3 種に分類し、それぞれの特徴を整理した上でこれらの方式の問題

点の要点を示している。

(3) その上で、「戻り入居・建替型J によって再開発された即墨路小商品市場について、空間調査ならびに店舗

経営者と入居住民に対する意識調査を実施し、営業環境や居住環境、再開発方式に対する入居者の評価を

把握し、居住環境は向上したものの歴史文化の特性が喪失したこと、しかし居住環境改善のためには保全

型再開発では前住民全員の戻り入居が困難であり、そのための調整や補償措置が必要であることを指摘し

ている。

(4) また、「住民の転居による歴史的環境保全型J によって再開発された努柴院について、空間調査ならびに店

舗経営者に対する意識調査を実施し、営業環境や保全型再開発方式に対する評価、再開発後の管理・運営

方法に対する評価を把握し、商業開発を優先したために前住民が戻り入居で、きない問題点や歴史的環境の

保全を優先することによる営業環境への影響などを明らかにしている。

(5) 今後保全型の再開発の実施が求められる海泊路社区内の皇院 (8 街区に現存する 37 棟)を対象に空間調査

を実施し、商住併用の呈院の空間利用の実態を明らかにし、水回りの設備の設置と居住空間拡大のための

住民による増改築により建ペい率が 30%増加し居住環境の悪化を招いていることを示している。

(6) さらに上記海泊路社区内の里院に入居する住民および店舗経営者に対する意識調査と管理者に対するヒア

リング調査を実施し、半数以上の住民が居住継続意向を示し、商住併用のままでの保全意向が高いこと、

しかし住宅の 9 割、店舗の 5 割が個人所有であるために、入居者主体での修復・改築による保全型再開発

を目指ことが必要であることを示している。

(7) 以上をもとに、今後の里院の再開発においては rr戻り入居・歴史的環境保全型」を採用しつつ、さらに居

住環境の質的向上を図る再開発方式の採用が最適であることを結論づけた上で、再開発の実施の際の居住

環境改善のための住宅関連設備の整備、地域の特徴の持続と創出、コミュニティの持続、住民参加、政府

の政策による誘導に関する有用な知見を導出している。
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